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(百万円未満切捨て)
１．2022年３月期の業績（2021年４月１日～2022年３月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期 2,153 13.3 52 △38.9 52 △39.9 50 △51.1
2021年３月期 1,901 114.1 85 50.3 86 42.5 103 99.3

　

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2022年３月期 2.12 2.11 12.3 6.1 2.4
2021年３月期 4.36 4.35 29.7 12.1 4.5

(参考) 持分法投資損益 2022年３月期 －百万円 2021年３月期 －百万円
　　

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期 802 450 52.7 17.72
2021年３月期 909 438 43.7 16.77

(参考) 自己資本 2022年３月期 422百万円 2021年３月期 397百万円
　

　

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2022年３月期 △17 △9 △36 471

2021年３月期 192 27 △13 534
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2021年３月期 － 0.00 － 1.80 1.80 42 41.3 12.2

2022年３月期 － 0.00 － 2.00 2.00 47 94.4 11.6

2023年３月期(予想) － 0.00 － 2.20 2.20 77.2
　

　

３．2023年３月期の業績予想（2022年４月１日～2023年３月31日）
　

(％表示は、対前期増減率)

営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 110 110.3 110 110.3 68 34.9 2.85
　

　　



※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無
　

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2022年３月期 23,839,800 株 2021年３月期 23,689,800 株

② 期末自己株式数 2022年３月期 － 株 2021年３月期 － 株

③ 期中平均株式数 2022年３月期 23,795,444 株 2021年３月期 23,625,336 株
　

　　

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です
　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付資料「１．経営成績等の概況
（４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国経済は、新型コロナウィルス感染症再拡大の影響により経済活動の正常化が遠のく中、

ロシアによるウクライナ侵攻も重なり、さらなる原材料や原価の価格上昇を招いており、依然として先行き不透明

な状況が続いております。

このような経済環境の中、東京都心５区（千代田・中央・港・新宿・渋谷区）のオフィスビル市場においては、

2022年３月末時点の平均空室率が6.37％となり、前年同月比0.95％上昇いたしました。（注）

また、東京都心５区の2022年３月末時点における平均賃料は前年同月比で1,175円（5.45％）下げ、20,366円／坪

となりました。（注）

当事業年度において、当社は引き続き顧客企業の移転時における、不動産物件の仲介から内装工事、各種インフ

ラの整備やオフィス機器・什器の手配までをトータルにサポートするソリューション事業を中心に事業活動を進め

てまいりました。

不動産仲介等の売上高については、前年同期比28.8％増の194,394千円となりました。

内装工事及びそれに付随するサービスに関する売上高につきましては、前年同期比131.6％増の1,707,084千円と

なりました。

以上の結果、当事業年度の経営成績は、売上高が2,153,940千円（前事業年度比252,461千円増、13.3％増）、営

業利益が52,294千円(同33,324千円減、38.9％減)、経常利益が52,299千円(同34,645千円減、39.8％減)、当期純利

益が50,412千円(同52,670千円減、51.1％減)となりました。

（注）大手不動産会社調べ

（２）当期の財政状態の概況

当事業年度末における総資産は、802,132千円となりました。増減の主な要因は、現金及び預金の減少62,914千

円、売掛金の減少67,345千円、差入保証金の減少3,257千円等であります。

負債は、351,670千円となりました。増減の主な要因は、買掛金の減少51,781千円、未払金の減少62,400千円、未

払費用の減少3,076千円、契約負債（前事業年度は前受金）の増加30,995千円、賞与引当金の減少1,257千円等であ

ります。

また、純資産は、当事業年度における当期純利益の計上等により450,462千円となりました。自己資本比率は、前

事業年度末の43.7％から52.7％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前事業年度末と比べ62,914千円減少し471,836千

円となりました。

　なお、当事業年度における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は17,046千円となりました。収入の主な内訳は、税引前当期純利益70,101千円、

売上債権の減少額67,345千円等であり、支出の主な内訳は、未払金の減少額61,642千円、仕入債務の減少額

51,781千円等であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は9,623千円となりました。主な内訳は、有形固定資産の取得による支出11,635

千円、差入保証金の回収による収入2,011千円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は36,244千円となりました。主な内訳は、剰余金の配当による支出42,439千円、

新株予約権の行使による株式の発行による収入6,195千円であります。
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（４）今後の見通し

当社は、“いつも経営者のそばにいるオフィスのプロとして、企業の成長に伴走します ”という経営理念の下、

オフィス空間の提供を通じて顧客企業に提供している売上拡大・業務効率改善・リスク回避といった利益貢献活動

にデジタル技術を組み込むことで、中小・中堅企業のＧＸ化・ＤＸ化を推進、顧客企業への更なる利益貢献を図っ

てまいります。

また、オフィス環境関連業務の収益拡大を図るべく、不動産物件の仲介から内装工事、各種インフラの整備やオ

フィス機器・什器の手配までを行うオフィス移転のワンストップサービスについては、引き続きその取り組みを強

化してまいります。具体的な取り組みとしましては、物件情報の充実やコンテンツの拡充などを実施することで集

客サイト「オフィス移転navi」の更なる強化を図るとともに、市場ニーズをいち早く取り入れた居抜き・セットア

ップオフィス専門サイト「ValueOffice」を拡充することで、顧客企業の獲得を進めてまいります。同時に、既存顧

客からの紹介獲得やグループ会社顧客への働きかけ強化等による紹介案件の創出についても、引き続き取り組んで

まいります。

さらに、相場情報や空室情報の提供、障害対応等を通じて顧客企業との接点を増やすことで、顧客企業の囲い込

みを図ってまいります。顧客企業の囲い込みにより将来的な移転ニーズを競合他社に先駆けて把握し、当社のサー

ビスをいち早く提供することで、安定的な収益確保に取り組んでまいります。

以上により、2023年３月期業績予想といたしましては、営業利益110百万円（前事業年度比110.3％増）、経常利

益110百万円（同110.3％増）、当期純利益68百万円（同34.9％増）を見込んでおります。

なお、感染拡大が続いている新型コロナウィルスの影響につきましては、今後の動向が不透明であり算定が極め

て困難なことから、本業績予想には織り込んでおりません。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営課題の一つと考えております。そのため、経営基盤と財務体質の

強化及び今後の事業展開を勘案した上で業績に応じた配当を実施してまいる所存であります。当社の剰余金の配当

は、年１回期末配当を基本的な方針としており、配当の決定機関は株主総会であります。なお、当社は「取締役会

の決議により毎年９月30日を基準日として金銭の分配（中間配当）を行うことが出来る」旨を定款に定めておりま

す。

　当期につきましては、期末配当予想が１株当たり2.00円の予定となっております。

　なお、本件につきましては、2022年６月開催予定の定時株主総会に付議する予定であります。

　また、次期の配当につきましては、１株当たり2.20円の配当を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、国際的な事業展開や資金調達を行っていないことから、日本基準に基づき財務諸表を作成しております。

なお、国際財務報告基準（ＩＦＲＳ）の適用につきましては、今後の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針で

あります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 534,750 471,836

売掛金 305,184 237,839

未成工事支出金 14,501 9,439

貯蔵品 268 3,484

立替金 826 1,221

未収消費税等 2,804 -

前払費用 7,888 9,592

その他 2,281 18,093

貸倒引当金 △92 △95

流動資産合計 868,414 751,413

固定資産

有形固定資産

建物 6,120 6,583

減価償却累計額 △1,941 △1,839

建物（純額） 4,179 4,744

工具、器具及び備品 9,014 17,184

減価償却累計額 △5,523 △8,518

減損損失累計額 △18 -

工具、器具及び備品（純額） 3,472 8,666

有形固定資産合計 7,651 13,410

無形固定資産

ソフトウエア 1,513 850

無形固定資産合計 1,513 850

投資その他の資産

出資金 35 35

破産更生債権等 8,183 8,194

長期前払費用 222 8,660

差入保証金 12,918 9,661

繰延税金資産 18,749 18,101

貸倒引当金 △8,183 △8,194

投資その他の資産合計 31,925 36,458

固定資産合計 41,090 50,719

資産合計 909,505 802,132
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(単位：千円)

前事業年度
(2021年３月31日)

当事業年度
(2022年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 226,185 174,403

未払金 78,068 15,667

未払費用 31,123 28,047

未払法人税等 9,836 14,734

未払消費税等 33,709 7,208

契約負債 - 58,490

前受金 27,495 -

預り金 13,605 9,089

賞与引当金 43,378 42,121

役員賞与引当金 8,000 -

その他 1 1,907

流動負債合計 471,402 351,670

負債合計 471,402 351,670

純資産の部

株主資本

資本金 74,825 83,472

資本剰余金

資本準備金 40,343 48,990

資本剰余金合計 40,343 48,990

利益剰余金

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 282,092 289,862

利益剰余金合計 282,092 289,862

株主資本合計 397,260 422,325

新株予約権 40,841 28,136

純資産合計 438,102 450,462

負債純資産合計 909,505 802,132
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

売上高 1,901,479 2,153,940

売上原価 969,135 1,281,602

売上総利益 932,343 872,337

販売費及び一般管理費 846,725 820,043

営業利益 85,618 52,294

営業外収益

受取利息 114 4

受取手数料 900 -

受取保険料 311 -

営業外収益合計 1,325 4

経常利益 86,944 52,299

特別利益

新株予約権戻入益 7,911 20,200

抱合せ株式消滅差益 33,954 -

特別利益合計 41,865 20,200

特別損失

固定資産除却損 57 1,272

本社移転費用 - 1,126

特別損失合計 57 2,398

税引前当期純利益 128,752 70,101

法人税、住民税及び事業税 9,836 19,041

法人税等調整額 15,832 647

法人税等合計 25,669 19,688

当期純利益 103,083 50,412
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（３）株主資本等変動計算書

　前事業年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

新株

予約権

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
資本剰余金

合計

その他

利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 56,998 22,517 22,517 216,517 216,517 296,033 48,728 344,762

当期変動額

新株の発行 17,826 17,826 17,826 35,652 35,652

剰余金の配当 △37,508 △37,508 △37,508 △37,508

当期純利益 103,083 103,083 103,083 103,083

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△7,887 △7,887

当期変動額合計 17,826 17,826 17,826 65,574 65,574 101,227 △7,887 93,340

当期末残高 74,825 40,343 40,343 282,092 282,092 397,260 40,841 438,102

　当事業年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

新株

予約権

純資産

合計資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金
資本剰余金

合計

その他

利益剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 74,825 40,343 40,343 282,092 282,092 397,260 40,841 438,102

当期変動額

新株の発行 8,647 8,647 8,647 17,294 17,294

剰余金の配当 △42,641 △42,641 △42,641 △42,641

当期純利益 50,412 50,412 50,412 50,412

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

△12,704 △12,704

当期変動額合計 8,647 8,647 8,647 7,770 7,770 25,064 △12,704 12,360

当期末残高 83,472 48,990 48,990 289,862 289,862 422,325 28,136 450,462
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2020年４月１日
　至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 128,752 70,101

株式報酬費用 11,697 9,978

減価償却費 2,920 4,307

貸倒引当金の増減額（△は減少） 32 13

受取利息及び受取配当金 △114 △4

有形固定資産除却損 57 1,272

売上債権の増減額（△は増加） △198,473 67,345

仕入債務の増減額（△は減少） 195,273 △51,781

未払金の増減額（△は減少） 29,806 △61,642

未払費用の増減額（△は減少） 3,210 △3,076

前払費用の増減額（△は増加） △625 △1,923

前受金の増減額（△は減少） 25,451 -

契約負債の増減額（△は減少） - 30,995

前渡金の増減額（△は増加） △780 △15,473

賞与引当金の増減額（△は減少） 3,057 △1,257

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 1,500 △8,000

抱合せ株式消滅差損益（△は益） △33,954 -

未成工事支出金の増減額（△は増加） △14,501 5,061

未払消費税等の増減額（△は減少） 13,137 △26,500

新株予約権戻入益 △7,911 △20,200

その他 34,149 △2,122

小計 192,685 △2,908

利息及び配当金の受取額 114 4

法人税等の支払額 △253 △14,142

営業活動によるキャッシュ・フロー 192,547 △17,046

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,436 △11,635

差入保証金の回収による収入 - 2,011

貸付金の回収による収入 30,000 -

投資活動によるキャッシュ・フロー 27,563 △9,623

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △37,195 △42,439

新株予約権の行使による株式の発行による収入 23,978 6,195

財務活動によるキャッシュ・フロー △13,216 △36,244

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 206,894 △62,914

現金及び現金同等物の期首残高 299,655 534,750

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 28,201 -

現金及び現金同等物の期末残高 534,750 471,836
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(会計方針の変更)

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を当

事業年度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受

け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、

当事業年度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度の期首の利益剰余金に加

減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

収益認識会計基準等の適用による当事業年度の損益及び期首利益剰余金に与える影響はありません。

なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度について新たな表示方法による組替

えを行っておりません。また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 2020年３月31日）第28-15

項に定める経過的な取扱いに従って、前事業年度に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりま

せん。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等

を当事業年度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号

2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来

にわたって適用することとしております。これによる財務諸表に与える影響はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

　 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、企業のソリューションニーズが最も高まるオフィス移転時において、不動産物件の仲介から内

装工事、各種インフラやオフィス機器・什器の手配までトータルにサポートする、ソリューション事業をおこなっ

ております。

従って、当社はソリューション事業の単一セグメントから構成されており、当該セグメントを報告セグ

メントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「(1)報告セグメントの決定方法」を参照願います。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

　 当社は、ソリューション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

　 当社は、ソリューション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

４ 報告セグメント合計額と財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

　 該当事項はありません。
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(持分法損益等)

該当事項はありません。

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり純資産額 16.77円 17.72円

１株当たり当期純利益金額 4.36円 2.12円

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

4.35円 2.11円

(注) １．１株当たり当期純利益金額、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりで

あります。

前事業年度
(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

当事業年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

１株当たり当期純利益金額

当期純利益(千円) 103,083 50,412

普通株式の期中平均株式数(株) 23,625,336 23,795,444

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額

　(うち支払利息(税額相当控除後)(千円) ― ―

　普通株式増加数(株) 61,826 43,872

　(うち新株予約権(株)) ― ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式の概要

第７回新株予約権
(新株予約権の数3,925個)
(新株予約権の目的となる
株式の数392,500株)
第10回新株予約権
(新株予約権の数4,250個)
(新株予約権の目的となる
株式の数425,000株)

第８回新株予約権
(新株予約権の数4,110個)
(新株予約権の目的となる
株式の数411,000株)
第10回新株予約権
(新株予約権の数3,950個)
(新株予約権の目的となる
株式の数395,000株)

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

４．その他

（１）役員の異動

１.代表者の異動

　該当事項はありません。

２.その他の役員の異動

　新任取締役候補者

　 社外取締役 永井 公成（2022年６月22日予定）

　退任取締役

　 取締役 行 辰哉（2022年５月13日）

　


